
「学び向かう学校」づくり中核校生徒連絡協議会の様子

詳しい内容については県教育委員会ホームページをご覧ください。

全　国（公立）

小学校6年生

国 語

A（知識）

73

73

58

58

78

78

47

47

76

75

67

66

62

61

44

42

B（活用） A（知識） B（活用） A（知識） B（活用） A（知識） B（活用）

算 数 国 語 数 学

中学校3年生

大分県（公立）

表1

平成28年度 全国学力調査結果 大分県教委 検  索

日本最大級の木造の大屋根！！日本最大級の木造の大屋根！！
新しい県立屋内スポーツ施設新しい県立屋内スポーツ施設

「子ども司書」育成始まる「子ども司書」育成始まる 読書の楽しさを友だちに伝えよう！ 読書の楽しさを友だちに伝えよう！ 

　全国学力・学習状況調査では、基礎的・基本的な知識・技能が身に付いている
かどうかをみるＡ問題と、それらを活用することができるかどうかをみるＢ問題
が出題されます。平成28年度の調査結果（表1）では、小学校は全ての調査項目
とも全国平均と同じでしたが、中学校では全ての調査項目において全国平均に
届きませんでした。中学生への質問紙調査の結果でも「授業の中でわからない
ことがあってもそのままにしておく」という項目は全国平均より高い数値を示
していました。
　県教育委員会では、特に中学校の学力向上を目指して、「学校の組織的な授業
改善による『新大分スタンダード』の徹底」「学校規模に応じた教科指導力向上の
仕組みの構築」「『生徒と共に創る授業』の推進」を柱とする「中学校学力向上対策

3つの提言」を本年2月に策定し各学校での取組を推進しているところです。
　生徒と共に創る授業を推進する取組については、今年8月に開催した「『学び
に向かう学校』づくり中核校生徒連絡協議会」において、中核校11校の生徒がこ
れまでの各学校の取組を発表し、生徒の手によって学びの基盤となる意欲や集
中力、持続力や協働する力をどのように高めていくかについて、活発に意見交換
を行いました。その詳しい様子は、県教育委員会の動画サイト「大分県教育庁チ
ャンネル」にてご覧いただけます。

TEL 097-506-5519義務教育課問

TEL 097-506-5526社会教育課問

　教育庁チャンネル 学びに向かう学校 検  索

　子ども司書養成講座 大分県 検  索

TEL 097-506-5649屋内スポーツ施設建設推進室問 　屋内スポーツ施設 大分県 検  索

読み聞かせの仕方を学んで、
みんなの前で実演しました！

POP（本の紹介カード）など、本の魅力を
紹介する方法をたくさん学びました！

（実施設計時）

　武道を中心とした屋内競技の大規模大会が開催可能な新しい屋内スポーツ施設を、大分
スポーツ公園内に建設します。現在、平成31年の完成を目指し準備を進めています。
　多目的競技場の屋根組み（アーチ）には、大分県産のスギ製材品をふんだんに使い、ダイナ
ミックかつ木の温もりを感じ
ることができる施設になり
ます。
　アーチの端から端までの
間隔は、むく材（※）を使った
施設では、日本最大規模です。

（※）一本の丸太から直接必要な
寸法に切り出した木材

平成28年度 全国学力・学習状況調査[大分県]調査結果（平均正答率）

　子どもの読書リーダーとして、地域や学校で読書の楽しさを伝える「子ども司書」を育成する事業がスタートしました。
　8月から10月にかけて開催した講座には、県内6市（中津市、宇佐市、杵築市、臼杵市、由布市、佐伯市）の読書が大好きな小・中学生89名が参加し、図書館の仕事
や本の紹介の手法を学びました。講座を修了した受講生は、地域の図書館のイベントや学校の読書活動に協力しながら、来春2月の「子ども司書」認定を目指します。
　県内で1ヶ月に1冊も本を読まない児童生徒の割合（平成28年度）は、小学生9.7％、中学生21.2％です。「子ども司書」の活躍により、読書好きな子どもたちが増
えることを期待しています。

子どもの力と意欲を伸ばす
学校教育の推進に向けて

大分銀行ドーム

公園内の配置イメージ　 多目的競技場内部の完成イメージ
武道場

多目的競技場
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